
第1様式(1/3)

2026年度

時 期 ４年D巡 単元 実習 教科名

手持ち工具 2026年4月1日

クロームブック

総時限 69時限 髙山　雄平

総時間 110.4時間

単位数 3

1．実務経験のある教員による授業科目 該当

自動車整備全般の実務経験がある教員により高度故障探求について指導する。

顧客やフロントに対し、技術的な内容を分かりやすく翻訳して伝えられるようになる

法令遵守と、高度化する車両の安全性を技術的に担保できるようになる

高電圧回路（EV/HV）や重量物の取り扱いにおいて、法令とマニュアルを遵守し、周囲の安全を確保した上での作業管理を

徹底できる。

感覚的な説明ではなく、理論に基づいた適切なアドバイスや作業指示を出すシミュレーションができる。

作業進捗を管理し、目標とする成果を高いクオリティで完成させる責任感を持つ。

技術診断評価（実技）：70%（故障探求のプロセス、計測の正確性）

プレゼンテーション・口述：20%（説明の分かりやすさ、質疑応答、態度）

プロフェッショナル態度：10%（安全管理、マニュアル遵守、時間管理）

100点満点で採点。

４年間の学習で培ったことを事前に復習しておく

本科目は、1単位あたり45時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としている。

1単位の修得に必要となる学修時間の目安は、30～45時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）15～0

時間である。
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一級自動車工学科

科 目 評価実習 発行日

評価実習Ⅲ

授業計画

６．学修時間と単位

３．授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

２．教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

４．学習評価（期末試験での主な試験項目）

５．準備学習



時 期 単元 教科名

８．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

1.2 正常波形測定

正常波形測定

3~10 故障探求（断線、短絡）

11~20通信系（CAN）故障探求

21~40振動騒音故障探求

41~50ADASエーミング

51~55実習レポート作成

56~65プレゼン準備

66~69プレゼン

 ７．業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

一級自動車工学科 2026年度 授業計画

４年D巡 実習 評価実習Ⅲ


